
第 72回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会宮城大会参加報告 

大会テーマ 「豊かな杜につむぐ虹の光」 ～しなやかな強さで生き抜く力～ 

 

 ８月 24 日(木)・25 日(金)に、宮城県仙台市「カメイアリーナ仙台（仙台市体育館）」他 5 会場において、

第 72 回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会宮城大会が開催されました。大会には、香川県から 28 校 55 名が、

全国からは約５０００名が参加しました。オンラインで参加した学校も 5 校ありました。高Ｐ連プランは２

泊３日の行程でしたが、フルプランで参加していだたいた会員の方は 42 名でした。 

大会第１日目は、６か所の分科会場でそれぞれ開会行事に続いて分科会が行われました。それぞれの分科

会のテーマと基調講演は次のとおりです。 

分科会 テーマ 基調講演 

１ 「地域教育」コミュニティスクールとグローカルの光 

      ～地域教育魅力化の取り組み～ 

宮城教育大学教授 市瀬智紀氏 

「家庭と学校から地域と世界に導く教育へ」 

２ 「学校教育」ＩＣＴで広がるキャリアデザインの光 

      ～多様な挑戦で広がる世界～ 

広島工業大学教授 安藤明伸氏 

「AI 時代に求められる学びとｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ」 

３ 「レジリエンス教育」強く生きるための多様性とコミュニ

ケーションの光 ～自己肯定感と逆境から立ち上がる力

を育む～ 

仙台大学教授 氏家靖浩氏 

「落ちこむ高校生に疲れた大人は何ができるか」 

４ 「情報交換会」with コロナ post コロナにおけるＰＴＡ

の光 ～皆さんで語り合おう～ 

宮城教育大学教授 野澤令照氏 

「いまだから語りたい！ＰＴＡ活動の魅力」 

５ 「防災・減災教育」いのちと希望を未来につなぐコミュニ

ティの光 ～教訓から自助・共助の力を育む～ 

東北大学准教授 佐藤翔輔氏 

「実践的な災害対応能力を身につけるための”こ

れから”の防災教育案」 

６ 「主権者教育」シチズンシップ教育が育む新たなデモクラ

シーの光 ～現代的諸課題を乗り越える力を育む～ 

東京大学教授 小玉重夫氏 

「18 歳選挙権と主権者教育」 

いずれの分科会もそれぞれの分野に関する課題に光の言葉を

付したテーマを設定し、あたかも杜の都仙台において虹の光の

ように数多くの光明を見出そうという主催者の強い意志が感じ

られる分科会となりました。 

大会２日目には、「白Ａ」によるプロジェクションマッピング

のパフォーマンスが披露され、幻想的でクリエイティブな企画

と演出に感動しました。その後、開会行事と表彰式、記念講演が

行われました。全国高Ｐ連会長表彰では本県から高 P 連副会長

の竹野安子氏と監事の森田光弘氏が個人表彰、高松西高校と坂出

工業高校の 2 校が団体表彰、さらに役員等個人表彰を前高 P 連

事務局員の二川佳子氏が受けられました。また、5 年に一度の文

部科学省ＰＴＡ活動振興功労者表彰（個人）でも 3 名の方が表彰

されるなど、今年も歴史的な表彰式となりました。 

記念講演は、昨年の夏の全国高校野球選手権大会で悲願だった

東北初の全国優勝を成し遂げ、今年は惜しくも準優勝となった仙

台育英高校の須江航監督による講演でした。演題は「伝わる言葉

～失敗から学ぶ～」です。昨年度の優勝の際のインタビューで、

有名な「青春って、すごく密なんです」という有名な言葉を残さ

れ、さらに「コロナを乗り越えてきた全国すべての高校生に拍手 ＰＴＡ活動振興功労者表彰を受賞する泉元会長 

宮城大会会長の挨拶 



をしてもらいたい」という訴えた言葉に全国の野球ファンが感動しましたが、今回の講演会でも決勝での敗

戦後に語られ有名となった「人生は敗者復活戦」という言葉に触れられ、「人生の中で勝てることはほとんど

ない。人は負けから多くのことを学ぶ。大切なのは挫折との向き合い方だ。」という言葉に、生徒を本気にさ

せる指導の原点を見ることができました。 

その他にも、「人生を１°変える。１°なら努力できるし、到達点は大きく変わる。」「我々は何に向かって

走るのか具体的に提示しないと走れない。」「短所に丁寧に対処しないと長所を飲み込んでしまう。」など、数

多くの示唆に富んだ言葉を話されましたが、最後には本題である伝わる言葉について、「一つしかない。それ

は相手が聞きたいこと。だから相手が求めることを聞き求

めるものを知るしかない。」と、部員たちとの丁寧な対話が

指導の原点にあることを話されました。そして、「組織や個

人を伸ばすためには、与えることや丁寧に説明し伝えるこ

と、自分（先生）も挑戦し失敗すること、何度失敗しても

あきらめないことが大切である」と話されました。次々と

示唆に富んだお言葉を繰り出されながら、一人一人の成長

のために丁寧な対話を心掛け、野球だけでなく人としての

成長につながる指導に努めておられる先生のお話は、学校

現場の先生方にも大変参考になるお話でした。 

 閉会式では、大会実行委員長から参加の皆様に感謝の言

葉が述べられ、次期開催地の茨城県へ全国高Ｐ連旗が引き

継がれました。 

 

青空の下、政宗像の前で参加者集合写真 


